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図３ 今回観測したホルムアルデヒド分子の解離過程全体の概略と反応のエネルギー図。縦

軸はエネルギーの大きさであり低い方が安定な状態で、横軸は反応の経過度合いを表

します。基底状態のホルムアルデヒド分子に紫外光を照射し、励起状態を生成しま

す。励起状態からの脱励起に続いて、解離反応が起こります。ローミング過程による

分子形状の変化をフェムト秒レーザーを用いたクーロン爆発イメージング法により可

視化しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

図４ （左上）解離反応によって起きる分子形状の変化を運動エネルギーとイオン断片の放

出角度の分布として可視化した実験結果。縦軸はイオン断片の運動エネルギーの総

和、横軸は水素原子イオン同士の相対的な放出角度を示します。カラーバࠣ䈎 出角




